
95 100 110 120 130
A 後中心着丈 47.5 50.5 55.5 61.5 68
B
C 身巾 48 50 52.5 55 58
D 裾巾 38 39 41 43 45.5
E
F 裄丈 21.5 22 23.5 24.8 26.3
G 袖口まわり 25.3 27.5 29.5 31.3 33.3
H
I 頭周り 52以上 52以上 53以上 54以上 55以上
J
K
L
M
N

　☆表地＝（ニット素材）

身頃全体に使用します。

レーヨン混などのてろんとした落ち感のある素材、ガーゼなどの薄地が向いています。

厚地、ハリのある生地は向きません。

タテ伸びも無いほうが無難なので、ベア天などのベア～と付く素材は避けてください。

　☆バインダー用の生地について

表地に天竺を使用した場合、表地と同じ素材でバインダーを巻くよりも、

表地と同程度または、表地より薄手のテレコや、フライス生地を使用すると

バインダーは綺麗に巻けます。 規格 数量 ★芯貼り箇所
カーブの緩いまたは無い部分であれば、天竺でも綺麗に巻くことができますが、

衿ぐりのカーブには、外回りの伸びがついてこれずに、ツレが出てしまうことが多いです。 なし

バインダー仕上り巾が広いほど、内回りの長さと外回りの長さの差が大きくなるため、

天竺でバインダーを巻くときは、1.0c巾未満が良いと思います。

　・生地を布帛にすることもできます。

※テレコやフライスについて簡単に補足 布帛にする場合は、寸法表にあります頭周り寸法が衿ぐりで必要なため、

表地に薄手の天竺を使用し、バインダーにフライスなどの別素材を使う場合、 衿ぐりを広くするか後中心に明きを作ってください。素材はニットと同じく落ち感のある薄手素材が向きます。

PU（ポリウレタン）無しのほうが薄いので、薄手の素材にはPU無しのものが推奨です。 布帛で丈を延長する場合は歩きにくいので裾にもスリットを入れてください。

PU混のテレコやフライスにはスパン～と付いている場合が多いので、 　・ニット素材の場合、丈延長について

表地が普通地以上にはPU混、表地が薄地にはPU無しと使い分けると良いと思います。 ふくらはぎ辺りの丈までは裾巾を出したりせず、そのまま延長して大丈夫です。

マキシ丈までいきますと、若干裾巾が歩くと引っかかるので、後中心にスリットが欲しいところです。

　*型紙に詳細図や説明が記入されているので、そちらも合わせて確認してください。

　*洗濯による縮み防止のため、裁断前に生地洗いする事をお勧めします。 　*印付け・芯貼り・伸び止めテープ貼りを済ませてから縫製に取り掛かってください。

★アレンジについて

使用箇所

★使用素材について パターンに記入されている素材名と共通しています

使用資材名

縫製仕様書

品
番 K005-COP16

パーツ枚数

2

パターン寸法


